
実践３−①　減災ポケット「結」プロジェクト　平成 30年８月 31日（金）
　　　　　　第５学年　総合的な学習の時間

１　ねらい
　　防災・減災について自ら考え、防災・減災意識を高めることができるようにする。

２　内容
　○　身近にある自然災害について講義を聞く。
　○　災害時における行動の仕方について
　　　減災スタンプラリーを実施して「自助」
　　　「共助」「公助」を学ぶ。

３　講師
　　東北大学災害科学国際研究所

実践３−②　融雪型火山泥流出前講座　平成 30年 10月 15日（月）　第６学年
　　　　　　土石流模型実験見学　　　平成 30年 10月 15日（月）　全学年
　　　　　　生活科・総合的な学習の時間

１　ねらい
　　荒川の水害や、吾妻山の噴火による融雪型火山泥流などの非常災害に際し、命を守るために必要な知
識を身に付ける。

２　内容
　○　身近にある自然災害について講義を聞く。
　○　災害を未然に防ぐ砂防の役割について、　
　　「土砂災害発生装置」を使って理解する。

３　講師
　　国土交通省東北地方整備局
　　福島河川国道事務所

　防災教育の実践協力校として、学校・家庭・地域・関係機関と積極的に連携しながら地域の実態に応じた防災
教育に取り組んできた結果、以下の点が明らかになった。
○　防災教育を教育計画に位置付け、目指す児童像をふまえ、全学年を通して系統立てて取り組むことで、発
達段階に応じた知識を身に付けることができた。
○　家庭・地域・関係機関と連携しながら防災教育に取り組むことで、共通認識のもとに地域全体で災害に備
えていこうとする意識を高めることができた。
○　フィールドワークで地域を見直したり、荒川の自然に触れたりすることで、災害に備えることの大切さに
気付くとともに、地域への愛着をより一層深めることができた。
○　専門的な知識を有する方や地域の防災に携わってきた方からのお話は、子ども達の心に響き、防災意識を
高めたり、自然災害に対する知識を得たりするうえで大変有効だった。

　災害は、いつ、どこで起こるか分からない。どんな災害が起きても、冷静な判断のもとに対応し、命を守るこ
とができるようにするためには、災害に対する知識を身に付け、行動につなげられるように意識を高めておくこ
とが必要である。今後も、３年間の実践をもとに、学校・家庭・地域・関係機関との連携を大切にした防災教育
を進めていきたい。
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～関係機関と連携した防災教育～実践３

グループごとに振り返る

土石流模型実験

減災スタンプラリー

６年・出前講座

編　集　後　記

　表紙写真は，福島市西部に位置する吾妻連峰の山々です。厳しい冬を乗り越え，春を迎えると吾妻小富士には
「種まき兎」が現れます。春を告げる種まき兎は，福島の子どもたちの明るい未来を予感させてくれます。
　「笑顔」「勇気」「未来」「そして絆」私たち福島の教職員がこれまで追い求めてきた子どもたちの姿です。
そして，これからも追い求めていきたいという願いを込めて表紙裏に写真を掲載しました。

　さて，絆３部作それぞれの制作の意図を改めて振り返ってみます。「ふくしまの絆」では，震災から２年
が経過し，大災害により被害を受けた当時の各学校の状況や校長としての判断，対応等を記録にまとめまし
た。「学校は，復興の最大の拠点」を合言葉に，ふるさと「ふくしま」の再生に向けた学校再開の取組を伝
えました。「ふくしまの絆 Ⅱ」では，震災から６年が経過し，少しずつ復旧・復興の歩みを進めてきた中で
の校長の取組や思いを伝えました。子どもたちが困難に負けず夢に向かって努力する姿も伝えることができ
ました。そして，「ふくしまの絆 Ⅲ」では，震災から９年が経過し，次第に記憶が薄れていく中で，当時，
困難や試練に直面しながらも教職員が強い意思と使命をもって取り組んだ様子を改めて伝え，「記憶の風化」
を食い止めようとの思いで制作に当たりました。
　そこで今回，東日本大震災記録集「ふくしまの絆　総合版」を編集するに当たって，特に留意した点は，
絆３部作それぞれの制作の意図をしっかり伝えることでした。
　そのために総合版では，「ふくしまの絆 Ⅲ」について，ほぼ全ページを掲載しました。一方で，「ふくし
まの絆」と「ふくしまの絆 Ⅱ」については，それぞれの意図が表れている部分を中心に約20ページ余りを
抜粋して，掲載しました。実際の編集作業では，どの文章からも震災当時の各学校の苦悩や，復旧・復興に
向け前へ進もうとする人々の思い等が伝わってくるものであり，そうした中から文章を選択しなければなら
ないことは，大変苦しい作業でした。そこで編集方針として，①当時の被害の状況，校長の考えや思い，教
訓を伝えること，②困難に負けず未来を見つめ，たくましく育つ子どもたちの様子を伝えること，③縦書き
を横書きに統一するなど３部作の一体感をもたせることを掲げ，編集委員で何度も検討し，このようにまと
めることができました。
　さらに，福島に生きる子どもたちに必要な知識等を身に付けるために全県的に取り組んでいる放射線教
育・防災教育の実践事例を掲載しました。実践校は，福島県教育委員会の実践協力校として指定され，研究
を進めてきた学校です。今回掲載した実践校の取組は，他県の学校でも大いに参考になるはずです。各学校
での実践の充実を期待しています。

　巻頭言で，会長が述べたように，本書を手にして，読まれた校長先生方が東日本大震災及び原子力災害か
ら10年を経た今，改めてご自身の「解」を見出していただくことを願っています。時あたかも新型コロナ
ウイルス感染症の影響で，世界中の人々が苦しんでいます。感染が広がり，各学校では通常の学校経営に支
障をきたし，対応に苦慮している状況です。それは，震災当時を彷彿とさせます。しかし，私たちは震災と
原子力災害から10年，困難を一つ一つ乗り越えてきた経験があります。その経験は，今回のコロナ禍にあっ
て大いに役立つに違いありません。私たち校長の思いを一つにし，絆を深めながら，着実に学校経営に当たっ
ていこうではありませんか。
  結びに，絆３部作及び総合版に関わっていただいた多くの皆様，また，震災以降ご支援をいただいており
ます全国連合小学校長会様，東北連合小学校長会様，全国の各校長会様，各関係機関，諸団体の皆様に厚く
感謝申し上げ，編集後記といたします。

編集委員

　　福島県小学校長会
副会長　　　午來　勝顕　（相馬市立中村第一小学校）
事務局長　　野木　勝弘　（福島市立森合小学校）
事務局次長　岩下　　聡　（福島市立清明小学校）

　　福島県小学校長会広報部
部　長　　　佐藤　亮治　（福島市立福島第二小学校）
副部長　　　松野　光伸　（福島市立清水小学校）
幹　事　　　坂本　眞理　（福島市立佐原小学校）
幹　事　　　吉田　牧子　（福島市立庭坂小学校）
幹　事　　　遠藤　和宏　（伊達郡桑折町立半田醸芳小学校）
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